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～中野市イメージソングを知る～

空
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あ
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て

い
ま
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閉
じ
れ
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な
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朧
に
か
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む
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花
咲
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こ
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ざ
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踏
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っ
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じ
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想
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っ
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な
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れ
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胸
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ゆ
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抱
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あ
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た
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と
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を
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あ
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あ
げ
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と
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

　中野西高等学校では、地域とのつながりを持ち、
今後も、愛され、認められる学校であることを目指
し、「中西文化の日」を開催します。
　今年は、中野市音楽親善アンバサダーの麻衣さん
をお招きします。

中西文化の日

麻衣さんの参加するイベントを紹介！！
◇期日　11月５日㈭
◇時間　午後２時～３時30分
◇会場　中野西高等学校大体育館
◇内容　中野市イメージソング「空みあげて」、校
歌などの歌唱、交流

※参加希望の方は、事前にお問い合わせください。

　
「
シ
ャ
ボ
ン
玉
」や
唱
歌「
故
郷
」な
ど
童
謡
・
唱
歌
の
ふ
る
さ
と
中
野
市
―
。

こ
の
中
野
市
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
音
楽
親
善
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
「
麻
衣
」
さ
ん

が
作
詞
し
た
「
空
み
あ
げ
て
」。

　

自
然
の
尊
さ
、
生
き
る
こ
と
、
愛
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
力
強
く
表
現
し

て
い
る
こ
の
歌
を
耳
に
す
る
と
、
心
の
中
に
生
ま
れ
育
っ
た
「
ふ
る
さ
と
中

野
市
」
の
情
景
が
、
ふ
と
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。

中野西高等学校　☎（２２）７６１１問

　日本全国の人々に 100 年以上も愛され続けている
曲「ふるさと」。その曲が生まれた地のテーマソン
グを書く、光栄ながらも、その重みも受け止め、ど
んなことを歌詞に込めるべきなのかを非常に悩みま
した。
　ふるさとは中野市の作詞家高野辰之が作った曲で
すが、日本全国の人が口ずさめる、なぜだろう？と
かんがえていくと、この曲は、美しい日本の自然、
愛する人たち、そして毎日悩みながら生き、ふとし
た時に思い出す心の中のふるさとを歌っていて、歌詞
のひとつひとつに、自らの感情を重ねられるのだと

いうシンプルなことに改めて気づきました。ならば、
中野市のテーマソングも聴いてくれる方々、すべて
の人に届くような歌詞にしたいと強く思いました。
　私が歌をつくる、歌う上でいつも常にかんがえて
いることは、どうしたら、自分が自分に勝てるかと
いうことです。勉強する、仕事をする、人と一緒に
生活をする、すべては自分との戦いで自分が輝いて
いなければ、その力は発揮できない。でも、ただ、
自分が輝きたい魅力的になりたい！という願望だけ
では、人は強くなれない、でも、誰かのためにがん
ばろうと思ったときに出る人間のパワーほどエネル
ギッシュなものはないと思うのです。
　生きて行くということは、まわりの人を愛するこ
とそのもの。私はそう思うのです。愛することがで
きれば、優しさをもった強い人になれるのではない
か、その思いでこの歌を作り、そして、これから先
100 年先までもこの曲が歌い継がれることを願って
います。

中野市音楽親善アンバサダー
麻
ま い

衣さん

100年先まで愛され
歌い継がれる曲に
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糸魚川市
人口：47,702人
世帯：17,433戸
長野市
人口：381,511人
世帯：146,520戸

人口：61,713人
世帯：24,972戸

浜田市

童
謡
・
唱
歌
の
ふ
る
さ
と

信
州
中
野
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
フ
ェ
ス

　
市
で
は
、
ゆ
か
り
の
あ
る
市
町

村
と
連
携
を
図
り
、
音
楽
に
よ
る

交
流
促
進
と
音
楽
文
化
の
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
童

謡
・
唱
歌
の
ふ
る
さ
と
信
州
中
野

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
フ
ェ
ス
」
を
開
催

し
ま
す
。

　
当
日
は
、
姉
妹
都
市
、
音
楽
姉

妹
都
市
、知
音
都
市（
糸
魚
川
市
）、

友
好
都
市
、
信
越
自
然
郷
お
よ
び

近
隣
自
治
体
の
音
楽
団
体
の
ほ

か
、
本
市
出
身
の
武
田
忠
善
さ
ん

が
学
長
を
務
め
る
国
立
音
楽
大
学

▲▼昨年の様子

音

楽を楽しむ
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～イベントの紹介～

　
日
本
の
フ
ォ
ス
タ
ー

「
中
山
晋
平
」
の
生
地
、

中
野
市
と
と
も
に
、
世
界

的
作
曲
家
「
瀧た

き

廉れ

ん

た

ろ

う

太
郎
」

の
生
地
で
あ
る
大
分
県
竹

田
市
、
荒
城
の
月
の
作
詞

者
「
土ど

い井
晩ば

ん
す
い翠

」
の
生
ま

れ
た
宮
城
県
仙
台
市
の
こ

と
で
、
音
楽
を
通
じ
た
文

化
的
な
都
市
づ
く
り
な
ど
、

共
通
の
目
的
を
持
つ
３
市

が
、
相
互
の
繁
栄
と
発
展

を
も
た
ら
す
こ
と
を
目
的

に
、
昭
和
42
年
１
月
18
日

に
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

音
楽
姉
妹
都
市

か
ら
坂さ

か
ぐ
ち口

あ
か
り
さ
ん
が
参
加
し

ま
す
。

◇
期
日
　
10
月
11
日
㈰

◇
時
間
　
午
後
１
時
30
分

◇
会
場
　
市
民
会
館
ホ
ー
ル

◇
入
場
料
　
無
料

◇
主
催
　
中
野
市

　
中
山
晋
平
と
の
コ
ン
ビ

で「
シ
ャ
ボ
ン
玉
」や「
船

頭
小
唄
」
な
ど
、
数
多
く

の
童
謡
・
流
行
歌
を
作
っ

た
作
詞
家
「
野の

ぐ

ち口
雨う

じ
ょ
う情
」

と
の
深
い
縁
で
交
流
し
て

い
る
茨
城
県
北
茨
城
市
の

こ
と
で
、
昭
和
55
年
５
月

29
日
に
、
各
分
野
に
お
い

て
更
に
交
流
を
深
め
、
相

互
の
繁
栄
を
も
た
ら
す
た

め
一
層
努
力
す
る
こ
と
を

誓
い
、
協
定
が
結
ば
れ
ま

し
た
。

姉
妹
都
市

知ち

い

ん音
都
市

友
好
都
市

　
日
本
初
の
流
行
歌
「
カ

チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄
」
の
誕

生
に
携
わ
っ
た
、
①
島し

ま
む
ら村

抱ほ
う
げ
つ月

（
島
根
県
浜
田
市
）、

②
相そ

う

ま馬
御ぎ

ょ
ふ
う風
（
新
潟
県

糸
魚
川
市
）、
③
松ま

つ

い井

須す

ま

こ

磨
子
（
長
野
市
）
お
よ

び
中
山
晋
平
の
４
先
人
の

縁
で
交
流
し
て
い
る
都
市

の
こ
と
で
、
平
成
２
年
８

月
２
日
に
相
互
の
文
化
芸

能
を
学
び
、
先
人
の
偉
業

を
称
え
る
こ
と
な
ど
を
目

的
に
、
民
間
で
の
交
流
を

行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
旧
豊
田
町
（
静
岡
県
磐

田
市
）
と
旧
豊
田
村
（
中

野
市
）
が
同
じ
「
豊
田
」

を
名
称
と
す
る
縁
で
交
流

が
始
ま
り
ま
し
た
。「
両

町
村
の
次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
将
来
の
た
め

に
」
と
い
う
考
え
に
基
づ

き
、
平
成
15
年
５
月
３
日

に
各
分
野
に
わ
た
っ
て
交

流
を
深
め
、
両
町
村
の
繁

栄
と
幸
福
を
も
た
ら
す
た

め
に
一
層
の
努
力
を
す
る

こ
と
を
誓
い
、
協
定
が
結

ば
れ
ま
し
た
。

（
注
）
人
口
・
世
帯
数
は
平
成
２２
年
国
勢
調
査
結
果
よ
り

北茨城市
人口：47,025人
世帯：16,966戸

開催

仙台市
人口：1,045,986人
世帯：　465,260戸

竹田市
人口：24,423人
世帯：  9,588戸

磐田市
人口：168,625人
世帯： 59,414戸▲交流の様子

▲野口雨情▲写真：左（③）、
手前中（①）、右（②）

アンサンブ
ルフェスに

も参加する！

都市交流を知ろう！

※１
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土井晩翠（右）
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　本市竹原出身のソロクラリネット奏者。1975
年国立音楽大学器楽学科卒業。フランス国立ルー
アン音楽院に留学し巨匠ジャック・ランスロ氏
の下で研

け ん さ ん

鑽を積み、同音楽院にて一等賞を得て
卒業。1977年パリ・ベラン音楽コンクール第1位、
78 年第 47 回日本音楽コンクール第 1位、続く
第 35 回ジュネーブ国際音楽コンクールでは、日
本人初の入賞をはたし銅メダルを受賞。国立音
楽大学演奏・創作学科教授として多くの逸材を
育てるとともに、東洋人クラリネット奏者とし
て初めてパリ国立高等音楽院でマスタークラス
を担当するほか、シンガポール、韓国、台湾、
スペイン、アメリカに招

しょ う へ い

聘されるなど、近年海
外でも演奏家、教育家として大いに注目されて
いる。2015 年 4 月学長に就任。

中野のチカラキラ
リ

武
た け だ

田忠
た だ よ し

善さん

音楽で輝く

（国
く に た ち

立音楽大学学長）
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